
児童虐待の種類とSOSのサイン 

聖籠町の児童虐待の現状 

虐待はこどもの脳を傷つけます 

① いつも、こどもや家族のことを優先していませんか。一人の

時間を持ち、心と体を休めることは大切です。家族のサポー

トや一時預かり等のサービスを利用してみましょう。 

② 一人で抱え込まずご相談ください。自分の気持ちを話してみ

ましょう。 

③ 子育てが思うようにいかずイライラした時は、気持ちを静め

る方法を試してみましょう。 

・感情的になった時はその場を離れる 

・心の中でゆっくり 6まで数える 

・水を飲む、深呼吸する 

・イライラの原因を書き出してみる 

子育ては親だけで行うも

のではありません。周りの人

や地域の理解とサポートが

必要です。 

何気ない見守りと声掛け

で子育て家庭を支えましょ

う。 

 あなたの周囲で気になる

家庭や悩んでいる家族がい

たらご相談ください。 

お問い合わせ こども家庭センター（教育未来課） ☏27-7082 

子育てに関すること
虐待やヤングケアラ
ーに関することを受
け付けています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 
 
～ ヤングケアラーについて知っていますか？ ～ 

ヤングケアラーとは、家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められるこど

も・若者のことです。家事や家族のケアをすることは悪いことではありません。しかし、責任や負担の

重さにより、勉強や進路、友人関係などに影響が出てしまうことがあります。 

ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題であり、本人やその家族が「ヤングケアラー」である

ことを認識しない等の理由により、必要な支援につながっていないケースもあります。私たちの身近

にもヤングケアラーがいるかもしれないということを意識し、「もしかしたらヤングケアラーかも」と感じ

ることや心配なことがありましたら、相談窓口にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

「あの子、大丈夫かな…」あなたの周囲に虐待が心配されるこどもはいませんか。こどもや保護者の気にな

る様子は、SOS のサインかもしれません。少しでも「気になる」と思ったら町の相談窓口や児童相談所へ連絡

してください。園や学校は虐待の疑いがあった場合、町や児童相談所へ通告することになっています。 

相談や通告は、地域で子育て家庭を見守る私たちにできる支援です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守ろう！こどもたちの笑顔・未来を 

つくろう！子育てを支える地域を 

～11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンです～ 

身体的虐待 
・殴る、蹴る、叩く、投

げ落とす 

・激しく揺さぶる 

・やけどを負わせる 

・溺れさせる、首を絞め

る 

・家の外に閉めだす 

など 

性的虐待 
・性器などを触ろうと

する 

・こどもに性的行為を

求める 

・性的行為を見せる 

・性的な写真の被写体

にする など 

ネグレクト 
（放棄・放任） 

・病気になっても医者に

連れて行かない 

・こどもを家に残して外

出する 

・車の中に放置する 

・食事を与えない 

・ひどく不潔にする 

 など 

心理的虐待 
・大声や言葉による脅かし 

・「生まれてこなければよか

った」など、こどもの心を

傷つけることを言う 

・無視をする、拒否をする 

・こどもの目の前で家族に暴

力をふるう（面前DV） 

・他のきょうだいとは著しく

差別的な扱いをする など 

こどもに見られるサイン 
・不自然な傷や打撲の痕が見られる 

・表情が乏しい 

・落ち着きがなく、乱暴 

・いつもお腹を空かせている 

・衣類や体がいつも汚れている 

・家に帰りたがらない 

・夜遅くまでひとりで遊んでいる 

保護者に見られるサイン 
・近所や地域の中で孤立している 

・家の中や外が散らかっていて、不衛生 

・こどもや家族の不満をよく口にしている 

・こどもを置いて外出している 

・人前でこどもを厳しく叱る・叩くなど 

激しい体罰 
↓ 
前頭前野が縮小 
↓ 
感情コントロールへの影響 

言葉の暴力 
↓ 
聴覚野が変形 
↓ 
コミュニケーション能力に影響 

家族の DVを見聞きする 
↓   （暴言や暴力） 
視覚野が縮小 
↓ 
視覚的記憶への影響 

子育て中の保護者の皆さんへ 地域の皆さんへ 
町の児童虐待に関する相談対応件数は、過去 5

年間で 129件ありました。 
虐待の種類別では「心理的虐待」が 65％と最も

多く、次に「身体的虐待」19％、「ネグレクト」15％
でした。 
 県内の虐待相談対応件数は、3,661 件と令和 4
年度が過去最高でした。虐待の種類別をみると、
町と同様の傾向で、心理的虐待が最も多かったで
す。 
 児童虐待はどの家庭でも起こり得る、身近な問
題です。 

町の相談窓口 

こども家庭センター（教育未来課）    

☏27-7082 

出典：福祉行政報告例 

夫婦げんか
をこどもに
見せること
も虐待です 

参考：脳を傷つけない子育て（福井大学・友田教授） 

児童相談所の連絡先 

新発田児童相談所          

☏26-9131 

児童相談所全国共通ダイヤル 

 ☏189（いちはやく） 

身体的虐待 19%

性的虐待

1%

心理的虐待

65%

ネグレクト

15%

聖籠町・虐待種類割合

（R元年～R5年度 相談対応総数129件）

オレンジリボンには、 
子ども虐待を防止するという 

メッセージが込められています。 


